
下水道施設のストックマネジメント

ストックマネジメントの必要性

我が国の下水道施設は、管路約 47 万 km、処理場数約 2,200 箇所の施設のストックがあります。老朽化を放置すれ

ば、処理機能の停止によるトイレの使用制限、未処理下水の流失、管路破損による道路陥没など日常生活や社会経

済活動に大きな影響があります。 

厳しい財政状況下で下水道サービスを安定的に確保していくために、計画的かつ効率的な施設管理を行い、下水

道機能を継続的に発揮していく必要があります。そのためには、個別の施設の改築を支援する下水道長寿命化支援

制度がありますが、昨今の厳しい財政状況下では予算の制約があり、難しいのが現状です。そこで、一連の下水道

システムの全施設を対象に、新規整備、維持管理、改築修繕を一体的に捉えて事業運営するストックマネジメント手

法の導入を提案いたします。今後はストックマネジメントからアセットマネジメントへの展開も必要となりますが、まず

はストックマネジメントの実践により持続的な下水道事業の実施を確実なものとすることが望まれます。



達成

期間

安全の確保 道路陥没の削減 道路陥没　　0.1件→0.05件/km/年以下 20年

サービスレベル 　　　 　の確保安定的な下水処理 不明水量の減少　　 　　15％→10％以下 30年

の確保 の持続 健全度が低下した施設　 　50％→20％ 20年

ライフサイクル 目標耐用年数の延 管渠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65年→75年

コストの低減 長 状態監視保全を行っている設備の目標耐用年数 20年

点検・調査及び改築修繕に関する目標（目標A）

表2　点検・調査及び改築修繕に関する目標（目標A）の設定例

出典：下水道施設のストックマネジメント手法に関する手引き（案）、平成23年9月、下水道施設のストック
マネジメント手法に関する検討委員会

項目（効果） 目標値（効果を定量的視示した値）

現在の約1.2倍とする

目標値（目標A）
達成
期間

項目 目標値（目標B）
達成
期間

管渠調査延長　100km/年
改築延長　30km/年
修繕延長　70km/年
同上
ます・取付管修繕
100箇所/年

点検調査の間隔の見直し
80km/年→100km/年

不具合予防処置（重症になる
前の早期対応）の増大

50km/年→70km/年

定期的な状態監視保全機器
の点検を行うことによって、部
品単位の交換を行う。

5件/年→10件/年

状態監視保全を行って
いる設備の目標耐用年
数
現在の約1.2倍とする

定期的な点検・調査によ
る劣化の早期発見・早期
対応による延命化

維持管理重視及び劣化
の
早期発見による延命化

道路陥没
0.05件/km/年以下

不明水量の減少
15％→10％以下

健全度が低下した施設
50％→20％

管路　　　65年→75年

20年

20年

30年

項目

安全の
確保

サービス
レベルの
確保

ライフ
サイクル
コストの
低減

道路陥没の
削減

安定的な
下水処理の
持続

目標耐用年
数の延長

点検・調査及び改築修繕に関する目標
（目標A）

施設種類別事業量の目標
（目標B）

30年改築設備数　3件/年

20年

管路
施設

設備

20年

20年

表3　点検・調査及び改築修繕に関する目標（目標A及びB）の設定例

出典：下水道施設のストックマネジメント手法に関する手引き（案）、平成23年9月、下水道施設のストックマネジメント手法に関
する検討委員会

管路
施設

管路
施設

設備 主要設備の改築

同上

管路再整備 20年

20年

導入手順とスケジュール

ストックマネジメントを導入するにあたり、下水道事業の目標（目標 A）と目標 A を達成するために施設種類別

に事業量の目標（目標B）を設定します。また点検・調査及び改築修繕の優先順位の検討にあたっては、リスクの

検討・評価を行います。

目標の設定と計画の策定
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